
自社生産工場自社生産工場

※商品規格および仕様は予告なく変更する場合があります。

捕食!



卵 → 幼虫 → 第1若虫 → 第2若虫 → 成虫 ※捕食活動を行うのは、第1・第2若虫および成虫

多種のハダニ類を捕食する。また、ハダニ類がいない場合は、作物の花粉等を
食べて生存できる。ハダニ類の卵から成虫までの全発育ステージを捕食する
（卵を好む）。



卵 → 幼虫 → 第1若虫 → 第2若虫 → 成虫

主に植物の葉裏に寄生し、吸汁する。多発生するとクモの巣状の糸を
分泌して作物を覆い、枯死させることもある。
雌1頭からでも繁殖が可能なため、被害の拡大が進みやすい。

※卵以外の全発育ステージで植物を加害する。



10aあたりのミヤコトップ導入基準：1～3本（2,000～6,000頭）

●これまで使用した農薬がミヤコカブリダニに影響しないか確認しましょう。





ミヤコカブリダニに対する農薬の残効期間もしくは影響の程度について

・表中の数字は残効日数を表します。天敵の放飼は残効期間（「日数」X24時間）以上の期間を経てから行ってください。

•「O」は農薬散布当日を表しますが、散布後、乾燥するまでは影響がありますので注意してください。

・「影詈ない」「ほとんど影響ない」と表示されている農薬でも、散布後、薬液が乾燥するまでは影詈がありますので注意してください。

【殺虫剤・殺ダニ剤】

農薬名 残効期閻もしくは影響の程度 農薬名 残効期間もしくは影響の程度

アカリタッチ乳剤 乾燥後影響ない スプラサイド水和剤 卵・成虫の死亡率高い

アクタラ顆粒水和剤 14 ダニコングフロアブル 1 

アタックオイル 28 ダニサラバフロアブル 卵 ・ 成虫にほとんど影響ない

アタブロン乳剤 9 ダブルシュ ーターSE 死亡率高い

アドマイヤー 1粒剤 ゜ ダブルフェースフロアブル 14 

アドマイヤー顆粒水和剤／
゜

水和剤／フロアブル
チェス顆粒水和剤／水和剤 ゜

アニキ乳剤 3 ディアナSC 成虫に影響ない

アファーム乳剤 卵 ・ 成虫の死亡率高い トリガード液剤 ゜

アプロードエースフロアブル 幼虫に影響ある ニッソラン水和剤 ゜

アプロード水和剤 ゜ 粘着くん液剤 乾燥後影響ない

アルバリン顆粒水和剤／粒剤 長期間残効する可能性あり バロックフロアブル 卵の死亡率高い

ウララDF 卵·成虫に影響ない ピタイチ 乾燥後影響ない

ェコピタ液剤 乾燥後影響ない ピラニカEW 14 

オレート液剤 ゜ ファインセーブフロアブル ほとんど影響ない

カスケード乳剤 卵の死亡率高い フーモン 乾燥後影響ない

カネマイトフロアブル ゜ プリロッソ粒剤 ほとんど影響ない

クリアザールフロアブル 卵 ・ 成虫の死亡率高い プレオフロアブル ほとんど影響ない

グレーシア乳剤 長期間残効する可能性あり プレバソンフロアブル5 ほとんど影響ない

コテッフロアブル 7 ベストガード水溶剤 卵の死亡率高く成虫に影響ある

コルト顆粒水和剤 ほとんど影響ない ベネビアOD ほとんど影響ない

コロマイト水和剤 1 ベミデタッチ ほとんど影響ない

コロマイト乳剤 1 ベリマークSC ほとんど影響ない

サフォイル乳剤 乾燥後影響ない マイトコーネフロアブル ゜

サンクリスタル乳剤 乾燥後影響ない マッチ乳剤 ゜

サンマイトフロアブル 成虫の死亡率高い マブリック水和剤20 卵·成虫の死亡率高い

スタークル顆粒水和剤／粒剤 長期間残効する可能性あり ムシラップ 乾燥後影響ない

スターマイトフロアブル 卵 ・ 雌成虫にほとんど影響ない モスピラン顆粒水和剤／水溶剤 成虫に影響ないが卵に影響ある

スピノエース顆粒水和剤 成虫に影響ない モベントフロアブル 長期間残効する可能性あり



殺菌剤

※ハダニに登録があり、ミヤコトップの導入後に散布しても
　ミヤコカブリダニに対する影響が少ない農薬を抜粋しています。

※ハダニに登録があり、ミヤコトップの導入前
　に散布してもミヤコカブリダニに対する
　影響が少ない農薬を抜粋しています。

モレスタン水和剤
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